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【 概 要 】
発生農場 愛知県瀬戸市（13例目、15例目の移動制限区域内）
飼養状況 4,562頭
4月9日 農場から飼養豚が異常を呈しているとの報告を受け、

愛知県が立入検査を実施。
4月10日 精密検査の結果、豚コレラの疑似患畜であることを確認。

愛知県で豚コレラの疑似患畜を確認
（国内19例目）

まだ出していない方へ

定期報告書の提出をお願いします！

提出期限は４月１５日となっております
未提出の方は、お手数ですが必要事項を記入のうえ、添付書類とともに
北部家畜保健衛生所まで提出してくださるよう、よろしくお願いします。
報告書を紛失された場合や、ご不明な点がある場合は当所にご連絡下さい。

※２３年度より、家畜伝染病予防法が改正され、飼養状況について
年１回、都道府県知事への届け出が義務づけられております。
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～新年度 所長 あいさつ～

平素より家畜保健衛生所業務の推進に御理解御協力をいただき心より御礼申し上げます。４
月から芦澤所長の後任となりました青木です。どうぞよろしくお願いいたします。
家畜衛生に関して、牛では今年度から4年に1度の定期検査がヨーネ病検査のみとなり、死亡

牛のBSE全頭検査の対象も96か月齢以上に縮小されます。一方で生産性に悪影響を及ぼす牛ウ
イルス性下痢症やEBL対策が重要度を増しています。
家きんでは、昨年度は国内では幸いにも高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生はあり

ませんでしたが、アジアやヨーロッパの一部の国では3月にも複数種類の亜型ウイルスによる
HPAI発生があり、まだ油断できない状況です。
豚では、昨年9月に岐阜県で国内では26年ぶりに豚コレラが発生、岐阜・愛知県を中心に現

在までに1９例の発生が確認されています。中国をはじめとするアジア地域で大流行中のアフ
リカ豚コレラについても、当国から違法に持ち込まれた豚肉製品から感染性のあるウイルスが
検出されており、口蹄疫同様、対岸の火事では済まされない状況です。また、本県では豚流行
性下痢が5年ぶりに流行し、現在勢いは弱まってきたもののまだ終息には至っていません。
このように家畜衛生を取り巻く状況が厳しい中、当所では各種疾病サーベイランス、病性鑑

定、農家巡回、徴求報告等の疾病監視体制を強化するとともに、国内の伝染病発生等に関して
は迅速に情報提供を行ってまいります。
家畜伝染病を発生させないためには、導入畜の隔離観察、野生動物等の侵入防止、人や車に

よる交差汚染防止など徹底した侵入防止対策が必須です。当所からは、家畜伝染病の発生予防
を目的に、飼養衛生管理基準の徹底や衛生状況の把握のため、農場への訪問や電話連絡をさせ
ていただくことがあります。お忙しい中とは存じますが、御協力くださるようお願いします。
これからも、印旛・香取地域の畜産を家畜衛生の分野から支えて参る所存ですので、よろし

くお願いします。
北部家畜保健衛生所長 青木 ふき乃

本年度も引き続き宜しくお願い致します


